
２
０
２
１
年
度 

第
２
回
九
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
教
法
経
） 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

全
問
題
に
共
通
す
る
基
準 

 

国
語
の
答
案
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
採
点
し
ま
す
。 

  

１ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
配
点
は
な
い
も
の
と
し
、
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
そ
の
設
問
の
得
点
か
ら
一
箇
所
に
つ
い
て
１ 

点
ず
つ
減
点
し
ま
す
。
た
だ
し
、
配
点
を
越
え
る
減
点
は
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
脱
字
。
同
じ
漢
字
を
複
数
回
誤
っ
て
も
同
一
の
大
問
の
中
で
は
２
回
目
以
降
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
脱
字
は

一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｂ 

文
を
記
述
す
る
設
問
で
文
末
の
句
点
の
抜
け
て
い
る
場
合
も
脱
字
と
し
１
点
減
点
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
最
後
の
マ
ス
目
ま
で
文
字
が
書
い
て
あ
る
場
合
も
脱
字
と
し
１
点
減
点
し
ま
す
。 

ｄ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
最
後
の
マ
ス
目
に
文
字
と
句
点
を
同
居
さ
せ
て
い
る
場
合
。
こ
れ
は
本
来
字
数
超
過
で
３
ｂ
か
ら
０
点 

と
す
べ
き
で
す
が
脱
字
と
し
１
点
の
減
点
に
留
め
ま
す
。 

ｅ 

字
数
指
定
の
あ
る
と
き
、
一
マ
ス
に
記
述
記
号
と
文
字
を
同
居
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
吹
き
出
し
用
い
た
り
二
重
線
で
消
し
た
り 

す
る
な
ど
、
解
答
欄
を
不
適
切
に
用
い
た
も
の
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｆ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
。
ま
た
、
理
由 

が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
。
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」 

で
結
ん
で
い
る
も
の
と
認
め
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
認
め
ま
す
。 

※
文
末
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
各
大
問
・
各
設
問
で
異
な
る
指
示
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
問
と
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
配
点
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
、
減
点
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｃ 

説
明
問
題
で
、
解
答
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の
。 

 

４ 

記
述
式
の
設
問
は
、
原
則
と
し
て
採
点
基
準
に
従
い
部
分
点
を
与
え
ま
す
が
、
本
文
の
趣
旨
と
採
点
基
準
の
考
え
方
か
ら
し
て
誤
り

が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
配
点
の
範
囲
内
で
減
点
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 



☆
一
・
二
の
現
代
文
の
配
点
は
、「
内
容
点
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
・
・
）
と
「
構
造
点
」（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
・
・
・
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容

点
は
各
条
件
内
に
要
素
（
①
②
③
・
・
・
）
が
３
つ
以
上
あ
り
、
得
点
が
あ
る
場
合
、
満
点
の
範
囲
内
で
要
素
点
が
１
点
プ
ラ
ス
さ
れ

ま
す
。 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
６
０
点
） 

 

問
１
 
７
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

 
 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

Ａ
②
○
１
点 

「
自
由
」
は 

 

好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
１
点 

 
 
 
 
 
 

 

そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の 

私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、 
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。〈
Ｂ
３
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
○
＝
〈
Ｂ
①
、
Ｂ
②
の
い
ず
れ
か
〉
＋
Ｂ
③
に
○ 
→
＋
１
点 

 

Ｙ
〈
逆
説
〉
○
＝
Ａ
と
Ｂ
の
両
方
の
要
素
が
あ
り
、
意
味
が
成
立
し
て
い
る
。
→
＋
１
点 

 
 

 

（
内
容
【
５
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
７
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
部
分
採
点
可
能
で
あ
り
、
ま
た
各
条
件
内
に
お
い
て
は
左
に
示
す
形
で
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。 

（
５
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

（
２
点
） 

 

Ａ 

「『
自
由
』
は
好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」（
２
点
） 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
一
方
の
条
件
。 

① 

「『
自
由
』
は
」
の
要
素
で
１
点
。 

 

○ 

「『
自
由
』
と
は
」「『
自
由
』
で
あ
る
こ
と
は
」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖ 

「『
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

② 

「
好
き
勝
手
に
や
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 

〇 

「
好
き
勝
手
に
や
っ
て
い
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、」「
自
分
勝
手
に
行
動
し
て
い
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
好
き
勝
手
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の
私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。」（
３
点
） 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

 

① 

「
そ
れ
で
は
ロ
ッ
ク
の
」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
そ
う
で
あ
れ
ば
ロ
ッ
ク
に
よ
る
」「
そ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
言
う
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

② 

「
私
的
所
有
の
社
会
の
よ
う
に
、」
の
要
素
で
１
点
。 

○ 

「
私
的
所
有
制
の
社
会
の
よ
う
に
、」「
私
的
な
所
有
を
前
提
と
す
る
社
会
の
ご
と
く
、」
な
ど
で
も
可
○
。 



✖ 

「
私
的
所
有
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

③ 

「
世
の
中
が
無
秩
序
に
陥
る
と
考
え
た
か
ら
。」
の
要
素
で
１
点
。 

○ 

「
世
の
中
が
混
乱
に
陥
る
と
み
な
し
た
か
ら
。」「
世
界
が
秩
序
を
失
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 
「
無
秩
序
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

問
２ 

９
点 

 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、 

カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、 

共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、 

Ａ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
⑤
○
１
点 

他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と
い
う 

「
真
の
自
由
」
が
、 

〈
Ａ
５
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉《
Ａ
①
、
Ａ
②
の
少
な
く
と
も
一
方
》、《
Ａ
③
、
Ａ
④
の
少
な
く
と
も
一
方
》、〈
Ａ
⑤
〉〉
の
３
つ
の
内
の
２
つ
以
上 

○

→
１
点 

 

Ｂ
○
１
点 

法
を
守
る
こ
と
で
〈
Ｂ
１
点
〉 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

逆
に
「
自
由
」
を
束
縛
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。 

〈
Ｃ
１
点
〉〈
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＝
７
点
〉 

 

Ｙ
○
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
→
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
２
つ
以
上
に
得
点
が
あ
り
、
意
味
が
成
立
し
て
い
れ
ば
＋
１
点 

 
 

 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
９
点
） 

 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ａ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
７
点
） 

 ※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
、
条
件
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点

す
る
。（
２
点
） 

 

Ａ 

「
ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、
カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、
他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と

い
う
『
真
の
自
由
』
が
、」〈
５
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
話
題
の
条
件
。 

 
 

① 

「
ル
ソ
ー
に
始
ま
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
ル
ソ
ー
を
源
と
し
て
、」「
ル
ソ
ー
に
由
来
し
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
ル
ソ
ー
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

② 

「
カ
ン
ト
等
に
も
引
き
継
が
れ
た
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
カ
ン
ト
な
ど
の
思
想
家
に
も
引
き
継
が
れ
た
、「
カ
ン
ト
な
ど
が
継
承
し
た
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
カ
ン
ト
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

③ 

「
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
忠
実
に
守
り
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
一
員
と
し
て
法
を
遵
守
し
、」「
共
同
体
の
成
員
で
あ
る
以
上
法
を
守
り
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
成
員
と
し
て
法
を
守
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 



④ 

「
他
者
と
協
力
し
合
う
こ
と
と
い
う
」
の
要
素
で
１
点
。 

 
○ 

「
他
者
と
の
協
力
を
意
味
す
る
と
い
う
」「
他
者
と
の
相
互
協
力
と
い
う
」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「
他
者
と
の
協
力
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

⑤ 
「『
真
の
自
由
』
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
本
当
の
『
自
由
』
が
、」「
真
実
の
『
自
由
』
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「『
真
の
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

 

Ｂ 

「
法
を
守
る
こ
と
で
」〈
１
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
一
方
の
条
件
。 

 
 

○ 

「
法
の
遵
守
に
よ
っ
て
」「
法
に
従
う
こ
と
で
」
な
ど
で
も
可
○
１
点
。 

 
 

✖ 

「
法
を
守
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｃ 

「
逆
に
『
自
由
』
を
束
縛
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。」〈
１
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

 
 

○ 

「
反
っ
て
『
自
由
』
が
奪
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。」「
逆
に
『
自
由
』
を
拘
束
す
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
。」
な
ど
で

も
可
。 

 
 

✖ 

「『
自
由
』
の
束
縛
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 

問
３ 

９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、 

「
自
律
」、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る 

 

姿
勢
を
持
つ
こ
と
、〈
Ａ
＝
２
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ａ
①
と
②
が
○
（
＝
Ａ
２
点
の
と
き
）
＋
１
点 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

 

他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、 

協
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、 

人
民
の
一
般
意 

Ｂ
④
○
１
点 

志
を
体
現
し
、 

共
同
体
の
法
に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。〈
Ｂ
＝
４
点
〉 

Ｙ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ｂ
①
と
【
Ｂ
②
～
④
の
１
つ
以
上
】
が
○
（
＝
Ｂ
①
を
含
み
、
Ｂ
が
２
点
以
上
の
と
き
）
＋
１
点 

 

Ｚ
○
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
→
Ａ
と
Ｂ
に
そ
れ
ぞ
れ
得
点
が
あ
る
と
き 

＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
Ａ
２
点
＋
Ｂ
４
点
】
＋
構
造
【
Ｘ
１
点
＋
Ｙ
１
点
＋
Ｚ
１
点
】
＝
６
点
＋
３
点
＝
９
点
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
、
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
に
お
い
て
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
６
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す

る
。（
３
点
） 

 

Ａ 

「
ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
自
律
」、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、」 



〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
実
現
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

① 
「
ま
ず
、
時
々
の
欲
望
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 
「
一
方
で
、
欲
望
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」「
ま
ず
、
そ
の
時
の
欲
望
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、」
な
ど
で
も

可
。 

 
 

✖ 

「
欲
望
の
抑
制
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
×
０
点
。 

 

② 

「『
自
律
』、
つ
ま
り
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
他
人
に
よ
ら
ず
、
自
分
が
自
分
だ
け
で
決
め
る
こ
と
、」「
自
分
で
自
分
を
律
す
る
こ
と
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「『
自
律
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
×
。 

 
 

 
 

Ｂ 

「
他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、
共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、
人
民
の
一
般
意
志
を
体
現
し
、
共
同
体
の
法

に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
実
現
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
し
な
い
他
方
の
条
件
。 

  

① 

「
他
方
で
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
他
方
で
、
自
分
勝
手
に
振
る
舞
う
個
人
で
は
な
く
、」「
恣
意
的
に
振
る
舞
う
特
殊
な
個
人
で
は
な
く
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
勝
手
気
ま
ま
な
個
人
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

② 

「
共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
成
員
と
な
っ
て
、」「
共
同
体
の
構
成
員
に
な
っ
て
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
の
一
員
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

③ 

「
人
民
の
一
般
意
志
を
体
現
し
、」
の
要
素
で
１
点
。 

○ 

「
人
民
の
一
般
意
志
を
自
分
の
意
志
に
し
て
、」「
人
民
の
一
般
意
志
を
意
志
し
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
一
般
意
志
の
体
現
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

④ 

「
共
同
体
の
方
に
従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
の
要
素
で
一
転
。 

 
 

○ 

「
共
同
体
の
法
を
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」「
共
同
体
の
法
を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
要
す
る
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
共
同
体
の
法
に
従
う
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

問
４ 

16
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

バ
ー
リ
ン
は
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
「
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）」
が
、 

何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る 

Ｂ
③
○
２
点 

も
の
で
あ
り
、 

「
自
由
」
と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、〈
Ｂ
６
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
〉
Ｂ
①
～
③
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

Ｃ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
方
、「
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）」
が
、 

ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も 

Ｃ
③
○
２
点 

の
で
あ
り
、 

何
ら
か
の
束
縛
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
。〈
６
点
〉 

Ｙ
〈
分
析
〉
Ｃ
①
～
③
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

 
 

Ｚ
〈
分
析
〉
Ａ
～
Ｃ
の
条
件
の
う
ち
２
つ
以
上
の
条
件
に
○
→
＋
１
点 

 
 



（
内
容
【
13
点
】
＋
構
造
【
３
点
】
＝
16
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｂ
、
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
の
組
み
合
わ
せ
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み

加
点
す
る
。（
３
点
） 

 

Ａ 

「
バ
ー
リ
ン
は
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
説
明
を
す
る
た
め
の
〈
主
体
〉
明
示
の
条
件
。 

 
 

✖ 

「
バ
ー
リ
ン
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
「
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）」
が
、
何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る
も
の
で
あ
り
、「
自
由
」

と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、」〈
６
点
〉 

  

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
の
主
張
を
〈notP

～butQ
〉
の
構
文
で
説
明
し
て
い
く
た
め
の
〈notP

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
ル
ソ
ー
が
い
う
よ
う
な
『
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）』
が
、」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

〇 

「
ル
ソ
ー
の
い
う
『
積
極
的
自
由
』
が
、」「
ル
ソ
ー
が
主
張
す
る
『
～
の
自
由
』
が
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ル
ソ
ー
」「『
積
極
的
自
由
（
～
へ
の
自
由
）』」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

② 

「
何
か
の
規
範
へ
と
自
分
を
あ
て
は
め
る
も
の
で
あ
り
、」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

○ 

「
何
か
の
規
範
へ
と
人
間
を
流
し
込
む
も
の
で
あ
り
、」「
何
ら
か
の
規
範
に
自
分
を
従
属
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、」
な
ど
で

も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
規
範
へ
の
あ
て
は
め
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

③ 

「『
自
由
』
と
言
い
な
が
ら
人
間
を
規
範
に
拘
束
し
て
し
ま
う
点
を
批
判
し
、」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

〇 

「『
自
由
』
を
訴
え
な
が
ら
人
間
を
規
範
で
縛
っ
て
し
ま
う
点
を
非
難
し
、」「『
自
由
』
を
主
張
し
な
が
ら
人
間
を
規
範
の

支
配
下
に
置
い
て
し
ま
う
点
を
論
断
し
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
自
由
』
を
語
る
」「
規
範
に
よ
る
拘
束
」「
批
判
」
の
三
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｃ 

「
一
方
、「
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）」
が
、
ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
拘

束
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
。」〈
６
点
〉 

  

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
の
主
張
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
い
く
た
め
の
〈butQ

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
一
方
、『
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）』
が
、」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

〇 

「
他
方
で
、
消
極
的
自
由
が
、」「
一
方
、『
～
か
ら
の
自
由
』
が
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
消
極
的
自
由
（
～
か
ら
の
自
由
）』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
✖
０
点
。 

② 

「
ロ
ッ
ク
以
来
、
近
代
社
会
の
中
で
機
能
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

○ 

「
ロ
ッ
ク
以
後
の
近
代
社
会
で
有
意
味
の
働
き
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」「
近
代
社
会
で
ロ
ッ
ク
以
後
有
効
と
み
な
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
以
来
、
機
能
し
て
き
た
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

③ 

「
何
ら
か
の
束
縛
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
」
の
要
素
で
２
点
。 

 
 
 

〇 

「
何
か
の
拘
束
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
点
を
価
値
づ
け
た
と
い
う
こ
と
。」「
人
間
を
な
ん
ら
か
の
不
自
由
か
ら
解
き
放
つ

点
を
肯
定
し
た
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
束
縛
か
ら
の
解
放
」「
評
価
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 



 
 問

５ 
11
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

「
言
論
の
自
由
」
は
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

 

そ
の
弾
圧
へ
の
反
対
を
叫
べ
ば
無
条
件
に
正
し
い
よ
う
に
き
こ
え
る
が
、〈
Ｂ
２
点
〉 

 

Ｃ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
自
由
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、 

 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
④
○
２
点 

 

ま
た
そ
の
前
提
を
認
め
て
も
、 

正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば 

無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。〈
Ｃ
６
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ｃ
①
○
（
必
須
）
＋
Ｃ
②
～
④
の
う
ち
、
１
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

 

Ｙ
〈
逆
説
〉
Ａ
～
Ｃ
の
条
件
の
う
ち
２
つ
以
上
○
→
＋
１
点 

  

（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
11
点
） 

 
 
 

 
 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
９
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点

す
る
。（
２
点
） 

  

Ａ 

「『
言
論
の
自
由
』
は
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
話
題
提
示
の
条
件
。 

 
 
 

✖ 

「『
言
論
の
自
由
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｂ 

「
そ
の
弾
圧
へ
の
反
対
を
叫
べ
ば
無
条
件
に
正
し
い
よ
う
に
き
こ
え
る
が
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
一
方
の
条
件
。 

 
 
 

○ 

「
言
論
へ
の
弾
圧
に
抵
抗
す
れ
ば
絶
対
的
に
正
し
い
よ
う
に
見
え
る
が
、」「
そ
れ
が
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
反
抗
す
れ
ば
前

提
的
に
正
し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
言
論
弾
圧
に
反
対
」「
無
条
件
に
正
し
い
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

 
 

Ｃ 

「
そ
の
『
自
由
』
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
前
提
を
認
め

て
も
、
正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば
無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」〈
６
点
〉 

  
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
し
な
い
他
方
の
条
件
。 

  
 

① 

「
そ
の
『
自
由
』
は
、
誰
も
真
理
は
知
り
え
な
い
と
い
う
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
を
前
提
に
し
て
お
り
、」
の
要
素
に
２
点
。 



 
 
 

○ 

「
そ
の
自
由
は
、
誰
も
真
理
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
根
拠
の
曖
昧
な
不
可
知
論
を
土
台
に
し
て
お
り
、」「
そ
の
自
由
は
、

誰
も
真
理
を
判
断
し
得
な
い
と
い
う
無
条
件
に
正
し
い
と
は
い
え
な
い
不
可
知
論
に
依
拠
し
て
お
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
自
由
」「
根
拠
不
十
分
な
不
可
知
論
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
そ
ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  
 

② 

「
ま
た
そ
の
前
提
を
認
め
て
も
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
仮
に
そ
の
前
提
に
立
つ
と
し
て
も
、」「
そ
れ
を
認
め
た
と
し
て
も
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
不
可
知
論
の
是
認
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  
 

③ 

「
正
し
い
こ
と
を
言
う
意
志
が
な
け
れ
ば
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
正
し
い
発
言
を
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
な
い
と
」「
正
義
を
語
ろ
う
と
す
る
意
志
が
な
け
れ
ば
」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
正
し
い
こ
と
を
い
う
意
志
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

④ 

「
無
秩
序
を
招
く
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
に
２
点
。 

 
 
 

○ 

「
混
乱
に
陥
る
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。」「
秩
序
喪
失
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
無
秩
序
を
招
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

問
６ 

８
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
「
自
由
」
の
意
味
は 

鋭
く
対
立
し
て
お
り
、〈
Ａ
４
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 

 

ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、 

目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。〈
Ｂ
３
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
・
Ｂ
両
方
に
○
有
り
→
＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

（
１
点
） 

Ａ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
『
自
由
』
の
意
味
は
鋭
く
対
立
し
て
お
り
、」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
〈
因
果
関
係
〉
の
〈
因
〉
の
条
件
。 

 
 

① 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
の
『
自
由
』
の
意
味
は
」
の
要
素
に
２
点
。 

 
 
 

○ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
に
お
け
る
『
自
由
』
と
言
う
言
葉
の
意
味
は
」「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
『
自
由
』
の
概
念
は
」

な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
」「『
自
由
』
の
意
味
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

② 

「
鋭
く
対
立
し
て
お
り
、」
の
要
素
に
２
点
。 

 
 
 

○ 

「
正
反
対
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、」「
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
鋭
く
対
立
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 



Ｂ 

「
ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、
目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。」〈
３
点
〉 

 
※ 
傍
線
部
を
説
明
す
る
〈
因
果
関
係
〉
の
〈
果
〉
の
条
件
。 

  
 

① 
「
ど
ち
ら
の
意
味
で
理
解
す
る
か
で
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
ど
ち
ら
の
概
念
を
採
用
す
る
か
で
、」「
ど
ち
ら
の
考
え
方
を
採
る
か
で
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
意
味
の
選
択
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

② 

「
目
指
す
べ
き
社
会
像
が
全
く
違
っ
て
く
る
か
ら
。」
の
要
素
に
２
点
。 

○ 

「
よ
し
と
す
べ
き
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
の
別
物
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。」「
目
標
と
な
る
社
会
像
が
全
く
別
の
様
相

と
な
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
社
会
像
」「
全
く
違
う
」
の
二
成
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 



 
二 
現
代
文
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
６０

点
） 

 

問
１ 

９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 

絵
に
描
か
れ
た
波
の
部
分
が 
他
の
部
分
と
特
別
な
関
係
性
の
も
と
に 

有
機
的
に
結
合
さ
れ
、 

 

Ａ
④
○
１
点 

生
物
学
的
な
生
命
が
宿
っ
て
い
る
感
じ
を
与
え
て
お
り
、〈
Ａ
４
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
〉〈《
Ａ
①
》、《
Ａ
②
・
Ａ
③
の
内
の
少
な
く
と
も
一
つ
》、《
Ａ
④
》〉
の
う
ち
２
つ
以
上
→
＋
１
点 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
れ
が
絵
を
描
い
た
画
家
の
才
能
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
〈
Ｂ
１
点
〉 

Ｙ
○
〈
分
析
〉
Ａ
と
Ｂ
に
○
が
あ
る
→
＋
１
点 

Ｃ
○
１
点 

 
 

と
語
る
こ
と
。〈
Ｃ
１
点
〉 

Ｚ
〈
総
合
〉
Ｃ
が
○
→
＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
６
点
】
＋
構
造
【
３
点
】
＝
９
点
） 

  

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ａ
内
に
お
い
て
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
６
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点

す
る
。（
３
点
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
の
部
分
が
他
の
部
分
と
特
別
な
関
係
性
の
も
と
に
有
機
的
に
結
合
さ
れ
、
生
物
学
的
な
生
命
が
宿
っ
て
い
る

感
じ
を
与
え
て
お
り
、」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
〈
客
体
〉
の
条
件
。 

 

① 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
の
部
分
が
」
の
要
素
に
１
点
。 

 

〇 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
濤
の
部
分
が
」「
絵
の
中
の
波
の
部
分
が
」 

 

✖ 

「
絵
の
波
の
部
分
」
に
相
当
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

② 

「
他
の
部
分
と
特
別
な
関
係
性
の
も
と
に
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

○ 

「
他
の
部
分
と
の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
」「
他
の
部
分
と
特
別
な
つ
な
が
り
の
も
と
に
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖ 

「（
他
の
部
分
と
の
）
特
別
な
関
係
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

③ 

「
有
機
的
に
結
合
さ
れ
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

○ 

「
生
き
生
き
と
結
合
さ
れ
、」「
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖ 

「
有
機
的
（
な
結
合
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

④ 

「
生
物
学
的
な
生
命
が
宿
っ
て
い
る
感
じ
を
与
え
て
お
り
、」
の
要
素
に
１
点
。 

○ 

「
生
物
と
し
て
の
生
命
が
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
て
お
り
、」「
生
き
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
示

し
、」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖ 

「
生
物
学
的
生
命
の
感
じ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 



 
Ｂ 
「
そ
れ
が
絵
を
描
い
た
画
家
の
才
能
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
」〈
１
点
〉 

※ 
傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
〈
主
体
〉
の
条
件
。 

 

○ 
「
そ
れ
を
画
家
の
才
能
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
」「
そ
れ
は
絵
を
描
い
た
画
家
の
才
能
に
よ
る
も
の
だ
と
」な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
画
家
の
才
能
の
お
か
げ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 

Ｃ 

「
と
語
る
こ
と
。」
の
要
素
（
１
点
） 

 

○ 

「
と
断
言
す
る
こ
と
」「
と
論
じ
る
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
語
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

※ 

Ｃ
の
内
容
点
が
○
に
な
れ
ば
、
自
動
的
に
Ｚ
（
統
合
）
の
構
造
点
が
○
に
な
り
、
１
点
加
わ
る
。 

 
 

 
 

問
２ 

１１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

「
こ
の
絵
の
波
に
は
い
の
ち
が
あ
る
」
と
い
う 

譬
喩
に
よ
っ
て
、〈
２
点
〉 

Ｂ
○
１
点 

こ
ち
ら
の
「
わ
た
し
」
と
、〈
１
点
〉 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 

あ
そ
こ
の
「
絵
の
波
」
を 

截
然
と
分
け
て
、〈
２
点
〉 

Ｘ
○
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
内
２
つ
以
上
に
得
点
有
り
→
＋
１
点 

Ｄ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

 

主
体
の
「
わ
た
し
」
が
、 

客
体
で
あ
る
「
絵
の
波
」
を 

生
命
と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
る
、 
と
い
う 

Ｄ
④
○
１
点 

図
式
で
語
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。〈
４
点
〉 

 
 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
が
○
→
＋
１
点 

（
１１
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
  

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
条
件
同
士
で
、
ま
た
条
件
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
９
点
） 

  

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加

点
す
る
。（
２
点
） 

 

Ａ 

「『
こ
の
絵
の
波
に
は
い
の
ち
が
あ
る
』
と
い
う
譬
喩
に
よ
っ
て
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
説
明
を
す
る
た
め
の
話
題
提
示
の
条
件
。 

① 

「『
こ
の
絵
の
波
に
は
い
の
ち
が
あ
る
』
と
い
う
」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
絵
の
波
に
命
を
見
る
と
い
う
」「
こ
の
絵
の
波
に
い
の
ち
を
感
じ
る
と
い
う
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
絵
の
波
に
い
の
ち
を
感
じ
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
譬
喩
に
よ
っ
て
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
た
と
え
に
よ
っ
て
、」「
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
っ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
譬
喩
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
こ
ち
ら
の
『
わ
た
し
』
と
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
〈
主
体
〉
の
側
の
条
件
。 



 
 
 

○ 

「
こ
ち
ら
に
『
わ
た
し
』
を
置
き
、」「『
わ
た
し
』
が
こ
ち
ら
側
に
い
て
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
こ
ち
ら
の
『
わ
た
し
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｃ 

「
あ
そ
こ
の
「
絵
の
波
」
を
截
然
と
分
け
て
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
〈
客
体
〉
の
側
の
条
件
。 

① 

「
あ
そ
こ
の
『
絵
の
波
』
を
」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
あ
ち
ら
に
『
絵
の
波
』
を
置
い
て
」「『
絵
の
波
』
が
あ
ち
ら
側
に
あ
っ
て
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
あ
そ
こ
の
『
絵
の
波
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
截
然
と
分
け
て
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
き
っ
ぱ
り
と
分
け
て
」「
は
っ
き
り
と
分
け
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
截
然
と
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ 

「
主
体
の
「
わ
た
し
」
が
、
客
体
で
あ
る
「
絵
の
波
」
を
生
命
と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
る
、
と
い
う
図
式
で
語
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
。」〈
４
点
〉 

 

※ 

Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
条
件
。 

 

① 

「
主
体
の
「
わ
た
し
」
が
、」
の
要
素
で
１
点
。 

 
 
 

○ 

「『
わ
た
し
』
が
主
体
と
し
て
、」「
主
体
で
あ
る
『
わ
た
し
』
が
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
主
体
の
『
わ
た
し
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
客
体
で
あ
る
『
絵
の
波
』
を
」
の
要
素
。 

 
 
 

○ 

「
客
体
と
し
て
の
『
絵
の
波
』
を
」「『
絵
の
波
』
を
客
体
と
し
て
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
客
体
の
『
絵
の
波
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

③ 

「
生
命
と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
る
、」
の
要
素
。 

 
 
 

○ 

「
生
き
物
の
よ
う
に
感
じ
取
っ
て
い
る
、」「
有
機
体
の
よ
う
に
感
受
し
て
い
る
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
生
命
と
し
て
感
受
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

④ 

「
と
い
う
図
式
で
語
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
。 

 
 
 

○ 

「
と
い
う
構
図
で
語
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。」「
と
い
う
枠
組
み
で
語
る
こ
と 

も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
図
式
で
語
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

問
３ 

１１
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
○
１
点 

絵
を
見
て
本
当
に
感
動
し
た
時
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

「
い
の
ち
」
を
譬
喩
的
に 

対
象
の
側
に
見
出
す
の
で
は
な
く
、〈
Ｂ
２
点
〉 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

絵
と
わ
た
し
が
相
互
に
包
摂
し
合
う
よ
う
な 

相
互
作
用
の
中
で
、 

主
観
と
対
象
が
混
在
す
る
、 

 

Ｃ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
⑤
○
１
点 

ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
場
所
か
ら 

だ
し
ぬ
け
に
不
思
議
な
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
が
立
ち
現
わ
れ
る
と
い
う
、 

Ｃ
⑥
○
１
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

経
験
の
場
に
私
た
ち
は
到
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。〈
Ｃ
６
点
〉 

Ｘ
〈
弁
証
法
〉〈
Ｃ
③
～
⑥
〉
の
内
の
一
つ
以
上
→
＋
１
点 

 

Ｙ
〈
分
析
〉〈
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
〉
の
三
要
件
の
内
の
二
つ
以
上
→
＋
１
点 

 
 



 
（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
11
点
） 

 ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｂ
、
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
９
点
） 

 
 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加

点
す
る
。（
２
点
） 

  

Ａ 

「
絵
を
見
て
本
当
に
感
動
し
た
時
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
〈
話
題
〉
提
示
の
条
件
。 

 
 
 

〇 

「
絵
に
本
当
の
感
動
を
覚
え
た
時
、」「
絵
を
目
に
し
て
深
く
感
動
し
た
時
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
絵
に
感
動
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ 

「『
い
の
ち
』
を
譬
喩
的
に
対
象
の
側
に
見
出
す
の
で
は
な
く
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
〈notP
〉
の
条
件
。 

 
 

① 

「『
い
の
ち
』
を
譬
喩
的
に
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

〇 

「『
い
の
ち
』
を
た
と
え
と
し
て
」「『
い
の
ち
』
を
隠
喩
的
に
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「『
い
の
ち
』
の
譬
喩
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

② 

「
対
象
の
側
に
見
出
す
の
で
は
な
く
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

〇 

「
絵
の
側
に
見
出
す
の
で
は
な
く
」「
対
象
の
側
に
の
み
関
与
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
対
象
の
側
」
へ
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 Ｃ 

「
絵
と
わ
た
し
が
相
互
に
包
摂
し
合
う
よ
う
な
相
互
作
用
の
中
で
、
主
観
と
対
象
が
混
在
す
る
、
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
場
所
か
ら

だ
し
ぬ
け
に
不
思
議
な
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
が
立
ち
現
わ
れ
る
と
い
う
、
経
験
の
場
に
私
た
ち
は
到
達
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。」〈
６
点
〉 

  
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
〈butQ

〉
の
条
件
―
―
〈
弁
証
法
＝
創
造
す
る
こ
と
〉
を
内
蔵
す
る
―
―
。 

① 

「
絵
と
わ
た
し
が
相
互
に
包
摂
し
合
う
よ
う
な
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 
 

○ 

「
絵
と
わ
た
し
が
互
い
に
包
摂
す
る
」「
絵
と
わ
た
し
が
お
互
い
を
吸
収
し
あ
う
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 
 

✖ 

「
絵
と
わ
た
し
の
相
互
包
摂
（
相
互
浸
透
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

② 

「
相
互
作
用
の
中
で
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 
 

○ 

「
相
互
干
渉
に
よ
っ
て
、」「
相
互
依
存
の
関
係
の
中
か
ら
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 
 

✖ 

「
相
互
作
用
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

③ 

「
主
観
と
対
象
が
混
在
す
る
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 
 

○ 

「
主
体
と
客
体
が
混
在
す
る
、」「
主
観
と
も
の
が
混
在
す
る
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 
 

✖ 

「
主
客
の
混
在
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

④ 

「
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
場
所
か
ら
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 
 

○ 

「
ど
こ
と
確
定
で
き
な
い
場
所
か
ら
」「
ど
こ
と
も
つ
か
な
い
場
か
ら
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 
 

✖ 

「
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
場
所
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

⑤ 

「
だ
し
ぬ
け
に
不
思
議
な
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
が
立
ち
現
わ
れ
る
と
い
う
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

〇 

「
突
然
生
き
生
き
と
し
た
生
命
感
覚
が
突
き
上
げ
て
く
る
と
い
う
」「
突
如
活
発
な
不
思
議
な
感
じ
が
噴
き
上
げ
て
く
る
」

な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
不
思
議
な
生
き
生
き
と
し
た
感
覚
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
×
。 

⑥ 

「
経
験
の
場
に
私
た
ち
は
到
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 

〇 

「
経
験
の
次
元
を
達
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」「
体
験
の
レ
ベ
ル
に
立
ち
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
経
験
の
場
に
到
達
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



 
問
４ 
１２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

絵
に
描
か
れ
た
波
濤
に
海
の
い
の
ち
が
躍
動
し
て
い
る
と
い
う 

日
常
的
な
表
現
は
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

実
際
に
は
、
わ
た
し
と
絵
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の
、 

非
日
常
的
な
秘
密
の
空
間
に
、 

海
が
い
の 

 

ち
と
し
て
躍
動
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
の
に
、〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉（
Ｂ
①
or
②
）
＋
Ｂ
③
→
＋
１
点 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 

「
海
の
い
の
ち
」
と
い
う
も
の
が 

主
観
と
は
別
個
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に 

錯
覚
さ
せ
る
、〈
Ｃ
３
点
〉 

Ｙ
〈
逆
説
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
内
２
つ
以
上
に
得
点
有
り
→
＋
１
点 

Ｄ
○ 

 
 
 
 
 
 
 

 

マ
イ
ナ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
。〈
１
点
〉 

Ｚ
〈
総
合
〉
Ｄ
が
○
→
＋
１
点 

 
 （

内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
３
点
】
＝
１２
点
） 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
 

 ※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分 

採
点
可
能
と
す
る
。（
９
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の

み
加
点
す
る
。（
３
点
） 

 

Ａ 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
濤
に
海
の
い
の
ち
が
躍
動
し
て
い
る
と
い
う
日
常
的
な
表
現
は
、」〈
２
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
効
果
を
説
明
す
る
た
め
の
〈
話
題
〉
提
示
の
条
件
。 

① 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
濤
に
海
の
い
の
ち
が
躍
動
し
て
い
る
と
い
う
」
の
要
素
に
１
点
。 

 

〇 

「
絵
の
中
の
波
濤
に
海
の
い
の
ち
が
躍
動
し
て
い
る
と
語
る
」「
海
の
い
の
ち
が
描
か
れ
た
波
濤
に
息
づ
い
て
い
る
な
ど
と

い
う
」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
絵
に
描
か
れ
た
波
濤
に
海
の
い
の
ち
が
躍
動
し
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

② 

「
日
常
的
な
表
現
は
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
あ
り
ふ
れ
た
表
現
は
、」「
通
常
の
表
現
は
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
日
常
的
な
表
現
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
実
際
に
は
、
わ
た
し
と
絵
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の
、
非
日
常
的
な
秘
密
の
空
間
に
、
海
が
い
の
ち
と
し
て
躍
動
的
に
立
ち

現
わ
れ
る
の
に
、」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
効
果
を
説
明
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

  
 

① 

「
実
際
に
は
、
わ
た
し
と
絵
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
実
は
正
し
く
は
、
わ
た
し
と
絵
の
〈
あ
い
だ
〉
の
、」「
本
当
は
、
わ
た
し
と
絵
の
〈
あ
い
だ
〉
の
ど
こ
か
、」
な
ど 

で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
わ
た
し
と
絵
の
〈
あ
い
だ
〉」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



 

② 

「
非
日
常
的
な
秘
密
の
空
間
に
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
日
常
に
は
存
在
し
な
い
不
思
議
な
非
空
間
に
、」「
非
日
常
的
な
内
密
の
空
間
に
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
非
日
常
的
な
（
非
）
空
間
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

③ 
「
海
が
い
の
ち
と
し
て
躍
動
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
の
に
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
海
が
生
き
生
き
と
活
動
的
に
出
現
す
る
の
に
、」「
海
が
い
の
ち
あ
る
も
の
と
し
て
鮮
烈
に
現
れ
る
の
に
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
海
が
い
の
ち
と
し
て
出
現
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｃ 

「『
海
の
い
の
ち
』
と
い
う
も
の
が
主
観
と
は
別
個
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
効
果
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

  
 

① 

「『
海
の
い
の
ち
』
と
い
う
も
の
が
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「『
海
の
い
の
ち
』
と
い
う
べ
き
も
の
が
」「『
海
の
い
の
ち
』
と
称
さ
れ
る
も
の
が
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
海
の
い
の
ち
』
と
い
う
も
の
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

② 

「
主
観
と
は
別
個
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
主
観
と
は
別
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
」「
主
観
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
主
観
と
は
別
個
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

③ 

「
錯
覚
さ
せ
る
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
勘
違
い
さ
せ
る
、」「
錯
視
さ
せ
る
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 

✖ 

「
錯
覚
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ 

「
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
。」〈
１
点
〉 

 

※ 

Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
条
件
。 

 
 
 

〇 

「
負
の
効
果
を
招
く
。」「
誤
り
を
招
い
て
し
ま
う
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
マ
イ
ナ
ス
効
果
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

 
 

問
５ 

８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
１
点 

 

Ａ
②
○
１
点 

尾
上
の
鐘
は 

「
こ
こ
」
で
鳴
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

定
家
に
は 

 

「
こ
こ
」
の
こ
と
と
し
て
は
聞
こ
え
ず
、〈
Ｂ
２
点
〉 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
Ｂ
に
得
点
有
り
→
＋
１
点 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

定
家
と
鐘
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の 

ど
こ
か
の
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。〈
Ｃ
２
点
〉 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｃ
が
○
→
＋
１
点 

（
８
点
） 

 

（
内
容
【
６
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
８
点
） 

 
 

 ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。（
６
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。

（
２
点
） 



Ａ 

「
尾
上
の
鐘
は
『
こ
こ
』
で
鳴
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

 
 

① 
「
尾
上
の
鐘
は
」
の
要
素
に
１
点
。 

✖ 
「
尾
上
の
鐘
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

② 

「『
こ
こ
』
で
鳴
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「『
こ
こ
』
で
鳴
っ
て
い
る
の
に
、」「
確
か
に
こ
こ
で
鳴
っ
て
い
る
の
だ
が
、」
で
○
。 

 
 
 

✖ 

「『
こ
こ
』
で
鳴
っ
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

  

Ｂ 

「
定
家
に
は
「
こ
こ
」
の
こ
と
と
し
て
は
聞
こ
え
ず
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

 
 

① 

「
定
家
に
は
」
の
要
素
に
１
点
。 

✖ 

「
定
家
」
の
成
分
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
０
点
。 

② 

「『
こ
こ
』
の
こ
と
と
し
て
は
聞
こ
え
ず
、」
の
要
素
。 

○ 

「『
こ
こ
』
で
鳴
っ
て
い
る
と
は
思
え
ず
、」「『
こ
こ
』
で
起
こ
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「『
こ
こ
』」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｃ 

「
定
家
と
鐘
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の
ど
こ
か
の
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

Ａ
、
Ｂ
を
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
条
件
。 

 
 

① 

「
定
家
と
鐘
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉
の
」
の
要
素
に
１
点
。 

○ 

「
定
家
と
鐘
の
〈
あ
い
だ
〉
の
」「
定
家
と
鐘
を
包
摂
す
る
〈
あ
い
だ
〉
の
」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
定
家
と
鐘
を
含
む
そ
の
〈
あ
い
だ
〉」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
ど
こ
か
の
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
ど
こ
と
特
定
で
き
な
い
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
。」「
ど
こ
で
も
な
い
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る

と
感
受
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

✖ 

「
非
空
間
で
鳴
っ
て
い
る
と
感
じ
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 

問
６ 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

定
家
に
と
っ
て
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

定
家
と
鐘
の
〈
あ
い
だ
〉
は 

日
常
的
な
「
距
離
」
と
は
感
じ
ら
れ
ず
、〈
Ｂ
２
点
〉 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

寂
寞
と
躍
動
す
る
あ
る
種
の
生
命
感
覚
が
立
ち
現
れ
、 

定
家
と
鐘
を
破
砕
化
す
る
運
動
の
力
が
働
い
て
、〈
Ｃ
２
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
２
つ
以
上
に
得
点
有
り
→
＋
１
点 

Ｄ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
１
点 

 
 

 

「
こ
こ
」「
あ
そ
こ
」
な
ど
の 

空
間
性
が
溶
融
し
て
し
ま
っ
た
場
所
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
。〈
Ｄ
２
点
〉 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
に
得
点
有
り
→
＋
１
点 

（
９
点
） 

 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
９
点
） 

 ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
  

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
内
で
は
左
に
示
す
形
で
、
部
分
採
点
可
能
と
す
る
。 

（
７
点
） 



 
※ 
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
、
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加

点
す
る
。（
２
点
） 

 

Ａ 

「
定
家
に
と
っ
て
、」〈
１
点
） 

 
 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、〈
主
体
〉
明
示
の
条
件
。 

 
 
 

〇 

「
定
家
に
は
、」「
定
家
に
し
て
み
れ
ば
、」 

✖ 

「
定
家
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ 

「
定
家
と
鐘
の
〈
あ
い
だ
〉
は
日
常
的
な
「
距
離
」
と
は
感
じ
ら
れ
ず
、」〈
２
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
（
定
家
）
の
感
受
の
仕
方
を
説
明
し
て
行
く
〈notP

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
定
家
と
鐘
の
〈
あ
い
だ
〉
は
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「
定
家
と
鐘
の
〈
あ
い
だ
〉」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
日
常
的
な
『
距
離
』
と
は
感
じ
ら
れ
ず
、」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
通
常
の
『
距
離
』
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、」「
物
理
的
な
『
距
離
』
と
は
思
え
ず
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
日
常
的
な
『
距
離
』」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｃ 

「
寂
寞
と
躍
動
す
る
あ
る
種
の
生
命
感
覚
が
立
ち
現
れ
、
定
家
と
鐘
を
破
砕
化
す
る
運
動
の
力
が
働
い
て
、」〈
２
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
（
定
家
）
の
感
受
の
仕
方
を
説
明
し
て
行
く
〈butQ

〉
の
条
件
。 

 

① 

「
寂
寞
と
躍
動
す
る
あ
る
種
の
生
命
感
覚
が
立
ち
現
れ
、」
の
要
素
に
１
点
。 

○ 

「
寂
寞
と
躍
動
を
繰
り
返
す
あ
る
生
命
感
覚
が
発
現
し
、」「
寂
し
さ
と
活
発
さ
の
同
居
す
る
生
命
の
感
じ
が
顕
わ
に
な
り
、」

な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
寂
寞
と
躍
動
の
生
命
感
覚
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
定
家
と
鐘
を
破
砕
化
す
る
運
動
の
力
が
働
い
て
、」
の
要
素
。 

 
 
 

○ 

「
定
家
も
鐘
も
破
砕
す
る
運
動
の
力
が
作
動
し
て
、」「
定
家
と
鐘
を
と
も
に
砕
い
て
し
ま
う
運
動
力
が
働
い
て
、」
な
ど
で

も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
定
家
と
鐘
を
破
砕
す
る
運
動
力
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ 

「『
こ
こ
』『
あ
そ
こ
』
な
ど
の
空
間
性
が
溶
融
し
て
し
ま
っ
た
場
所
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
。」
の
要
素
〈
２
点
〉 

 

① 

「『
こ
こ
』『
あ
そ
こ
』
な
ど
の
」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「『
こ
こ
』『
あ
そ
こ
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

② 

「
空
間
性
が
溶
融
し
て
し
ま
っ
た
場
所
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
。」
の
要
素
に
１
点
。 

 
 
 

○ 

「
空
間
性
が
融
け
て
し
ま
っ
た
場
だ
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
。」「
空
間
が
溶
解
し
て
し
ま
っ
た
場
と
感
じ
取
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
。」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖ 

「
空
間
性
の
溶
融
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



 
三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
40
点
） 

 

問
１ 

各
３
点
×
３
＝
６
点 

 

［
傍
線
部
①
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

満
足
な
さ
る
様
子
で 

お
過
ご
し
に
な
る
。【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
満
足
な
さ
る
様
子
で
」（
２
点
） 

 

※
「
御
心
ゆ
く
さ
ま
に
て
」
の
解
釈 

  

○
「
満
足
げ
な
ご
様
子
で
」
と
い
う
内
容
。 

✖
そ
の
ま
ま
「
心
ゆ
く
ま
ま
」
は
ダ
メ
。
✖
０
点
。 

 

  

Ｂ
「
お
過
ご
し
に
な
る
」（
１
点
） 

 

 

※
「
過
ご
さ
せ
給
ふ
」
の
解
釈
。 

  

○
「
過
ご
し
な
さ
る
」
と
い
う
内
容
。
「（
時
を
）
過
ご
し
」
＋
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
意
味
。
完
答
。 

 

✖
「
～
な
さ
っ
た
」
の
よ
う
に
、
過
去
の
意
味
を
加
え
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  

［
傍
線
部
②
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

お
酒
を
召
し
あ
が
る 

折
に
、【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
お
酒
を
召
し
あ
が
る
」（
２
点
） 

 

※
「
大
御
酒
参
る
」
の
解
釈 

  

○
「「
お
酒
を 

召
し
あ
が
る
」
の
内
容
。 

○
「
酒
を
飲
む
」
＋
尊
敬
の
意
味
。 

✖
「
酒
を
飲
む
」
＋
謙
譲
（
い
た
だ
く
）
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
０
点
。 

 

  



Ｂ
「
折
に
」（
１
点
） 

 

 
※
「
つ
い
で
に
」
の
解
釈
。 

  

○
「
時
に
」
「
際
に
」「
機
会
に
」
の
よ
う
な
解
答
。 

✖
こ
れ
だ
け
正
解
で
は
加
点
無
し
。 

  

［
傍
線
部
③
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
模
範
解
答
例
） 

お
着
物
を
脱
い
で
（
褒
美
と
し
て
）
お
与
え
に
な
る
【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

▲
主
語
「
後
鳥
羽
院
は
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
主
語
が
違
っ
て
い
た
ら
、
▲
１
点
減
点 

 

Ａ
「
お
着
物
を
脱
い
で
」（
１
点
） 

 

※
「
御
衣
ぬ
ぎ
て
」
の
解
釈 

  

○
「「
お
着
物
を 

脱
ぐ
」
の
内
容
。 

✖
単
に
「
着
物
」
は
✖
。
後
鳥
羽
院
へ
の
敬
意
が
必
要
。「
お
着
物
」 

○
「
お
着
物
」
は
「
お
召
し
物
」
な
ど
、
敬
意
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

○
「
脱
い
で
」
が
「
お
脱
ぎ
に
な
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
当
然
○
。 

 

Ｂ
「（
褒
美
と
し
て
）
お
与
え
に
な
る
」（
２
点
） 

 

 

※
「
か
づ
け
さ
せ
給
ふ
」
の
解
釈
。 

  

○
「
褒
美
と
し
て
」
は
無
く
て
も
○
。 

 

✖
「
与
え
え
る
」
な
ど
、
「
さ
せ
給
ふ
」
の
二
重
尊
敬
尊
を
踏
ま
え
て
い
な
い
も
の
は
✖
。 

   

問
２ 

５
点 

 

 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
）

副
詞
「
い
と
」
＋ 

  
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 

ア
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
心
得
」
未
然
形
＋
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
連
用
形
＋ 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
１
点 

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
な
る
」
連
用
形
＋
接
続
助
詞
「
て
」 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

Ａ 

副
詞
「
い
と
」 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 



 
Ｂ 
ア
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
心
得
」
未
然
形 

 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｃ 

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
連
用
形 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｄ 

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
な
る
」
連
用
形 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

Ｅ 

接
続
助
詞
「
て
」 

○
１
点
。
こ
の
ま
ま
の
解
答
。
完
答
。 

 

✖
例
を
示
し
て
、
答
え
方
を
指
定
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
意
で
も
こ
の
ま
ま
で
な
い
も
の
は
不
可
✖
。 

   

問
３ 

ア
４
点
＋
イ
５
点
＝
７
点 

 

［
ア
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

す
ば
ら
し
い
配
慮 

で
あ
る
よ
【
４
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
す
ば
ら
し
い
配
慮
」（
３
点
） 

 

※
「
い
た
き
わ
ざ
」
の
解
釈 

  

○
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
「
非
常
に
趣
き
深
い
気
配
り
」「
た
い
そ
う
風
流
な
所
作
」
で
も
可
。
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
。 

 

Ｂ
「
で
あ
る
よ
」（
１
点
） 

 

※
「
な
れ
（
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」）」
の
解
釈 

  

○
「
で
あ
る
」
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
だ
」
で
も
可
。 

 

✖
Ａ
に
加
点
が
無
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

  



［
イ
］ 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

（
模
範
解
答
例
） 

修
明
門
院
の
、
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て 

勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る 

と
い
う
配
慮
。 

【
５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
修
明
門
院
の
」（
１
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
誰
の
」 

  

Ｂ
「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て 

勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る
」（
４
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
」 

 

※
「
い
に
し
へ
よ
り
、
殿
上
の
賭
弓
と
い
ふ
こ
と
に
は
、
こ
れ
を
こ
そ
か
け
物
に
せ
し
か
。（
昔
か
ら
、
宮
中
の
賭
弓
と
い
う

も
の
に
は
、
こ
の
銭
を
賞
品
に
し
た
も
の
だ
）」
を
踏
ま
え
る
。
次
の
①
②
の
２
点
に
各
１
点
。 

 

① 

「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
」（
２
点
） 

※
「
い
に
し
え
の
決
ま
り
に
倣
っ
て
」
な
ど
と
い
う
内
容
。 

 ② 

「
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
準
備
す
る
」（
２
点
） 

※
「
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
銭
を
選
ぶ
」
と
い
う
内
容
。 

△
趣
旨
は
正
し
い
が
「
銭
」
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
△
１
点
減
点 

 

※
「
と
い
う
配
慮
。」 

 

※
加
点
し
な
い
が
、
抜
け
て
い
る
場
合
、
▲
１
点
減
点 

 

○
「
配
慮
」
を
意
味
す
る
書
き
方
な
ら
、「
～
と
い
う
行
い
」
な
ど
で
も
○
。 

   

問
４ 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
に
が
し
の
中
将
が
、
修
明
門
院
様
が
準
備
し
た
銭
に
つ
い
て
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
意
外
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
○ 

の
は
間
違
い
で
あ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
た 

こ
と
。 

【
６
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
な
に
が
し
の
中
将
が
」（
１
点
） 

 

※
思
っ
た
主
語
の
補
足 

  

○
「
中
将
が
」
だ
け
で
も
良
い
。 

 

Ｂ
「
修
明
門
様
が
準
備
し
た
銭
に
つ
い
て
勝
負
事
の
賞
品
と
し
て
意
外
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た
（
こ
と
）」（
３
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
」
の
内
容 



  
○
「
修
明
門
院
様
が
準
備
し
た
銭
が
賭
け
事
の
商
品
と
し
て
は
不
適
切
と
判
断
し
た
」
と
い
う
内
容 

 

△
「
修
明
門
院
様
が
」
が
抜
け
て
い
た
ら
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
間
違
い
で
あ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
た
」（
２
点
） 

 

※
設
問
条
件
「
ど
う
思
っ
た
か
」
の
内
容 

  

○
「
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
い
う
内
容
。 

○
「
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
」
で
も
可
。 

 

○
Ｂ
か
ら
の
流
れ
で
、「
思
っ
た
」
内
容
だ
と
取
れ
れ
ば
、「
間
違
っ
て
い
た
」
で
も
可
。
○
。 

 

※
「
～
こ
と
」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
と
い
う
こ
と
」
な
ど
。 

▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。、 

   

問
５ 

８
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が 

白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
、 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
○ 

『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た 

非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る 

と
い
う
こ
と
。【
６
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が 

白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
」（
４
点
） 

 

※
「
こ
れ
も
」
の
内
容 

 

○
「
秦
の
な
に
が
し
が
白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
と
い
う
行
為
」
と
い
う
内
容 

 

※
次
の
①
②
の
２
点
に
加
点
す
る 

 

 
 
 

①
「
秦
の
な
に
が
し
と
い
う
随
身
が
」（
２
点
） 

 
 
 
 
 

○
主
体
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
○
２
点
。 

 
 
 
 
 

○
「
あ
る
随
人
が
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
れ
ば
○ 

 

② 

「
白
い
米
を
洗
っ
て
笹
の
上
に
の
せ
て
後
鳥
羽
院
に
差
し
上
げ
た
の
も
」（
２
点
） 

○
行
為
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
○
２
点
。 

△
光
源
氏
の
目
の
前
で
、
調
理
を
し
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
Ｂ
①
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
Ａ
②
の
内
容

が
不
完
全
で
も
後
鳥
羽
院
の
目
の
前
で
調
理
を
す
る
よ
う
な
行
為
と
と
れ
れ
ば
、
△
１
点
と
す
る
。 

 

Ｂ
「『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た 

非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る
」（
４
点
） 

 

※
「
け
し
か
る
わ
ざ
か
な
」
の
内
容 

 

○
「
源
氏
物
語
を
踏
ま
え
た
風
情
の
あ
る
趣
向
」
と
い
う
内
容
。 

 

※
次
の
①
②
の
２
点
に
加
点
す
る 



 

 
 
 

①
「『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
踏
ま
え
た
」（
２
点
） 

 
 
 
 
 

○
「
け
し
か
る
わ
ざ
（
心
憎
い
趣
向
）」
と
い
え
る
こ
と
が
ら
。 

○
行
為
が
、『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
内
容
。 

 

 
 

②
「
非
常
に
風
情
が
あ
る
趣
向
で
あ
る
」（
２
点
） 

○
「
け
し
か
る
わ
ざ
」
の
意
味 

※
「
心
憎
い
」
「
す
ば
ら
し
い
」
趣
向
で
あ
る
と
い
う
、
プ
ラ
ス
の
意
味
。 

✖
「
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
想
像
か
ら
の
、
マ
イ
ナ
ス
に
取
っ
て
い
る
も
の
は
✖
。 

 

※
「
～
こ
と
」 

 

※
文
末
処
理
。「
～
と
い
う
こ
と
」
な
ど
。 

▲
加
点
は
し
な
い
が
、
文
末
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。、 

   

問
６ 

３
点 

 

オ 
 
 
 

 



四
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
４
５
点
） 

 

問
１ 

４
点
＋
５
点
＝
９
点 

 
 

（
１
）
４
点 

 

（
模
範
解
答
） 

あ
に
ひ
と
り
ひ
ん
し
よ
（
ょ
）
の
み
な
ら
ん
や
【
４
点
】 

 

（
別
解
答
） 

 

あ
に
ひ
と
り
ひ
ん
し
よ
（
ょ
）
の
み
な
ら
ん
【
４
点
】 

  

☆
加
点
の
条
件 

 

✖
ひ
ら
が
な
以
外
の
文
字
を
一
字
で
も
用
い
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

 

※
句
読
点
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

  

△ 

「
ひ
と
り
」
を
、「
た
だ
」
ま
た
は
「
た
だ
に
」
と
し
て
い
る
も
の
は
▲
３
点
減
点
で
、
△
１
点
。 

✖ 

他
は
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
不
可
✖
０
点
。 

  

（
２
）
５
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 

 

Ｂ                        

Ｂ 

（
模
範
解
答
）
ど
う
し
て
た
だ 

庶
民 

だ
け
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
庶
民 

だ
け
で
は
な
い
。 

 

☆
加
点
の
条
件 

  

Ａ
「
豈
に
独
り
～
の
み
な
ら
ん
や
」
の
訳 

 

「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
、（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」 

  
 

○
「
ど
う
し
て
」
は
「
な
ぜ
」
も
可
。 

※
「
た
だ
」
の
有
無
は
不
問
。 

▲
た
だ
し
、「
た
だ
に
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

   

○
「
だ
け
」
を
「
の
み
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
も
○
。 

○
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
庶
民
だ
け
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
と
す
る
。 

○
「
だ
ろ
う
」
が
な
く
、「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
か
、
い
や
、
～
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
。 

○
「
～
だ
ろ
う
か
」
で
な
く
「
だ
ろ
う
」
の
み
と
し
て
い
る
場
合
も
可
。 

 
 

○
「
ど
う
し
て
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
は
、「
ど
う
し
て
～
に
限
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
」
の
よ
う
な
訳
も
可
と
す
る
。 

 
 

○
「（
い
や
）
庶
民
だ
け
で
は
な
い
」
は
、「
貴
人
も
同
様
で
あ
る
」
の
よ
う
な
訳
も
可
と
す
る
。 

  
 

▲
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
は
あ
る
が
、「
い
や
、
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
部
分
を
誤
っ
て
い
る
も
の
は
▲
３
点

減
点
（
＝
△
２
点
）。 

（
例
）「
い
や
、
庶
民
で
は
な
い
」
や
「
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の 

△
２
点 

 

▲
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
は
誤
っ
て
い
る
（
例
：「
ど
う
し
て
庶
民
だ
ろ
う
か
」）
が
、 

「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
部
分
は
正
し
く
書
け
て
い
る
も
の
は
▲
３
点
減
点
（
＝
△
２
点
）。 



  
 

✖
「（
た
だ
）
～
だ
け
」
が
な
く
、「
ど
う
し
て
、
庶
民
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
庶
民
で
は
な
い
」「
庶
民
で
は
な
い
」
の
よ
う
に
し
て

い
る
も
の
（
累
加
形
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
も
の
）
は
✖
０
点
。 

   

○
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
が
な
く
、「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
み
＝
反
語
の
意
味
す
る
内
容
が
あ
れ
ば
、

○
５
点 

 

  

△
「
ど
う
し
て
（
た
だ
）
～
だ
け
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
は
正
し
く
書
け
て
い
る
が
、「（
い
や
）
～
だ
け
で
は
な
い
」
の
反
語
を
意
味

す
る
部
分
が
な
い
も
の
＝
▲
１
点
減
点
（
＝
△
４
点
） 

  

Ｂ
「
庶
民
」（「
衆
庶
」
の
訳
） 

※
加
点
要
素
と
し
な
い
。 

  

▲
た
だ
し
、「
庶
民
」「
ふ
つ
う
の
人
」
の
意
味
で
言
い
換
え
ず
、
そ
の
ま
ま
「
衆
庶
」
と
し
て
い
る
も
の
や
、
明
ら
か
に
間
違

っ
た
訳
を
当
て
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

  



 
問
２ 
４
点
＋
５
点
＝
９
点 

 
 

（
１
）
４
点 

 

（
模
範
解
答
） 
莫
レ 

若
三 

太 

子 

之 

最 

愛
二 

陛 

下
一 

也 
 

☆
加
点
の
条
件 

  

※
解
答
例
の
み
正
解
。 

✖
一
カ
所
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

✖
送
り
仮
名
や
振
り
仮
名
を
一
カ
所
で
も
つ
け
て
い
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  

（
２
）
５
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○ 

 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

（
模
範
解
答
）
皇
太
子
が 

最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る 

の
に
及
ぶ
者
は
お
り
ま
せ
ん
。 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※
敬
語
表
現
（「
～
ま
す
・
～
で
す
」
な
ど
）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

 

Ａ
「
皇
太
子
が
」 

 

※
「
太
子
之
（
太
子
の
）」
の
訳
。
こ
れ
だ
け
で
は
加
点
し
な
い
。 

 

▲
た
だ
し
、
ま
っ
た
く
訳
出
し
て
い
な
い
も
の
や
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
訳
を
し
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

○
「
皇
太
子
」
は
「
太
子
」「
皇
嗣
」
も
○
。 

 

▲
「
皇
太
子
」
を
「
皇
子
」
と
す
る
の
は
不
可
。
▲
１
点
減
点
。 

 
 
 

（「
皇
太
子
」
と
「
皇
子
」
は
同
じ
で
は
な
い
。「
皇
子
」
は
皇
帝
の
子
す
べ
て
を
指
す
が
、
「
皇
太
子
」
は
皇
帝
の
子
の

う
ち
時
期
皇
帝
と
さ
れ
る
一
人
だ
け
を
指
す
） 

 

Ｂ
「
最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る
」（
１
点
） 

 

※
「
最
愛
陛
下
（
最
も
陛
下
を
愛
す
る
）」
の
訳 
 

 

○
「
陛
下
」
は
「
皇
帝
」
「
帝
」「
文
帝
」「
あ
な
た
」
も
可
○
。 

 

○ 

「
愛
し
て
い
る
（
愛
す
る
）」
は
、
「
敬
愛
す
る
」
「
好
き
」
な
ど
も
可
○
。 

 

Ｃ
「
の
に
及
ぶ
者
は
お
り
ま
せ
ん
」（
４
点
） 

 

※
「
莫
若
（
～
に
若
く
は
莫
し
）」
の
訳 

 

 

○
「
～
に
か
な
う
も
の
は
な
い
」「
～
に
並
ぶ
者
は
な
い
」「
～
に
等
し
い
も
の
は
な
い
」「
～
以
上
に
…
も
の
は
な
い
」「
～
よ

り
も
…
も
の
は
な
い
」
の
よ
う
な
訳
も
可
○
。
最
上
級
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

○
「
～
の
が
い
ち
ば
ん
だ
」
の
よ
う
な
訳
（
例
「
皇
太
子
が
最
も
陛
下
を
愛
し
て
い
る
の
が
一
番
で
す
」）
も
、
日
本
語
と
し

て
は
ヘ
ン
だ
が
、
最
上
級
表
現
は
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、
可
○
と
す
る
。 

 

✖ 

た
だ
し
、「
皇
太
子
が
最
も
太
子
を
愛
し
て
お
り
ま
す
」
の
よ
う
な
訳
は
、
意
訳
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
Ｂ
ま
で
の
訳
で

あ
り
、
要
素
Ｃ
を
訳
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
✖
不
可
と
す
る
。
０
点
。 

  



問
３ 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
エ
） 

  

問
４ 

４
点
＋
６
点
＝
10
点 

 

④ 

が
し
に
い
た
ら
し
む 

 

（
４
点
） 

 

 

☆
加
点
の
条
件 

 

※
「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
」
の
指
示
ア
リ
。
カ
タ
カ
ナ
不
可
。 

○
「
が
し
」
は
「
が
し
す
る
」「
が
し
す
る
こ
と
」「
う
え
（
ゑ
）
じ
に
」「
う
え
（
ゑ
）
じ
に
す
る
」「
う
え
（
ゑ
）
て
し
す
る
」

「
う
え
（
ゑ
）
て
し
す
る
こ
と
」
も
可
○
と
す
る
。 

▲
「
が
し
」
の
「
が
」
を
、「
ぐ
わ
」
と
し
て
い
る
も
の
は
▲
２
点
減
点
。（「
餓
」
は
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
で
も
「
が
」
で
あ
る
） 

✖ 

他
は
一
カ
所
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

   
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

⑤ 

い
は
（
わ
）
ん
や 

ひ
と
の
た
ん
を
あ
き
ら
か
に
し
て 
よ
を
た
だ
す
も
の 

を
や 

 
 

（
６
点
） 

 

 

☆
加
点
の
条
件 

 

※
「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
」
の
指
示
ア
リ
。
カ
タ
カ
ナ
不
可
。 

○
（ 

）
内
の
現
代
仮
名
遣
い
は
可
○
。 

 

Ａ
「
い
は
（
わ
）
ん
や
」（
２
点
） 

 

※
「
況
」
の
読
み 

 

✖
解
答
例
の
み
正
解
。
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

Ｂ
「
ひ
と
の
た
ん
を
あ
き
ら
か
に
し
て
」（
２
点
） 

 

※
「
明
人
之
短
」
の
読
み 

○
「
あ
き
ら
か
に
し
て
」
は
「
あ
き
ら
か
に
し
」
も
可
○
。 

 

✖
そ
の
他
は
、
解
答
例
の
み
正
解
。
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

Ｃ
「
よ
を
た
だ
す
も
の
」（
１
点
） 

 

※
「
矯
世
者
」
の
読
み 
 

 

✖
解
答
例
の
み
正
解
。
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

Ｄ
「
を
や
」（
１
点
） 

 

※
「
況
」
に
呼
応
す
る
文
末 

 

✖
解
答
例
の
み
正
解
。
一
字
で
も
誤
り
が
あ
れ
ば
✖
０
点
。 

 

✖
「
を
や
」
を
「
お
や
」
と
し
て
い
る
も
の
は
不
可 

 



 
問
５ 
各
１
×
４
＝
４
点 

 

 

ａ
＝

こ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
＝

よ
り
て
こ
た
へ
（
え
）
て 

 
 

ｃ
＝

す
な
は
（
わ
）
ち 

 
 

ｄ
＝

ゆ
ゑ
（
え
）
に 

   

※
解
答
通
り
。「
送
り
仮
名
も
含
め
て
、
ひ
ら
が
な
の
指
示
ア
リ
。
カ
タ
カ
ナ
不
可
。 

○
（ 

）
内
の
現
代
仮
名
遣
い
は
可
○
。 

 
 
 
 
 

 
  

問
６ 

３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
イ
）（
エ
）（
ク
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

○ 

正
解
一
つ
に
つ
き
１
点
を
与
え
る
。 

 

▲ 

不
正
解
一
つ
に
つ
き
減
点
１
点
。 

 

※ 

た
だ
し
最
低
点
は
０
点
。 

  


